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3.D.b.1 農用地の土壌（大気沈降） 
（Agriculture Soils（Atmospheric Deposition））（N2O） 

 

１．排出・吸収源の概要 

１.１ 排出・吸収源の対象及び温室効果ガス排出メカニズム 

本排出源では、農地に施用された化学肥料や有機質肥料、及び放牧家畜の排せつ物に含まれる

窒素が化学変化して直接 N2O に至る直接排出ではなく、農地や土壌に投入された窒素が窒素化合

物を経た後に N2O として排出される間接排出を扱う。 

農地に施用された化学肥料や有機質肥料、及び放牧家畜の排せつ物から揮発したアンモニア

（NH3）などの窒素化合物は、乱流拡散、分子拡散、静電力効果、化学反応、植物呼吸、降雨洗浄

などの作用によって大気から土壌に沈着し、微生物活動を受けて土壌中で変化し N2O が発生する。 

 

１.２ 排出・吸収トレンド及びその要因 

大気沈降からの N2O 排出量は、基本的には 1990 年度から現在まで減少傾向にある。減少の原因

は、化学肥料施肥量の減少及び家畜の飼養頭羽数の減少に伴う排せつ物の減少である。2006～2007

年度及び 2009～2010 年度にかけての排出量の増加は、家畜排せつ物由来以外の有機質肥料（なた

ね油粕など）の施用量が増加したことが原因である。その後、2010 年度以降の排出量は増減を繰

り返しながら横ばいで推移していたが、近年は減少傾向となっている。 

 

 
図 1 間接排出（大気沈降）からの N2O 排出量の推移 

 

２．排出・吸収量算定方法 

２.１ 排出・吸収量算定式 

大気沈降からの N2O 排出は、化学肥料、有機質肥料、及び放牧家畜の排せつ物から NH3や NOX

として揮発した窒素量に、2006 年 IPCC ガイドラインの 2019 年改良版に示されたデフォルト値の

N2O 排出係数を乗じて算出している。 
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28/44××= AEFE  

E：大気沈降からの N2O 排出量［kg-N2O/年］ 
EF：排出係数［kg-N2O-N/kg-NH3-N+NOX-N］ 
A：化学肥料、有機質肥料、放牧家畜の排せつ物から NH3 や NOX として揮発した窒素量 

［kg-NH3-N+NOX-N/年］ 
 

２.２ 排出係数 

排出係数（EF）は、NH3 や NOX として揮発した窒素量当たりの N2O 排出量である。排出係数

は、2006 年 IPCC ガイドラインの 2019 年改良版のデフォルト値である 0.014［kg-N2O-N/kg-NH3 

N+NOX-N］を使用する 1。 
 

２.３ 活動量 

活動量である化学肥料、有機質肥料、放牧家畜の排せつ物から NH3や NOXとして揮発した窒素

量（表 3）は、農地・草地への窒素施用量に、NH3や NOX として揮発する割合を乗じて算出する。 

 

𝐴𝐴 = 𝐹𝐹𝑆𝑆𝑆𝑆𝑖𝑖 × 𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝑐𝑐𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝑖𝑖 + 𝐹𝐹𝑂𝑂𝑂𝑂 × 𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝑐𝑐𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺 + 𝐹𝐹𝑃𝑃𝑃𝑃𝑃𝑃 × 𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝑐𝑐𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺  

 
A：化学肥料、有機質肥料、放牧家畜の排せつ物から NH3 や NOX として揮発した窒素量 

［kg-NH3-N+NOX-N/年］ 
FSNi：肥料種別の農用地に施用された化学肥料由来の窒素量［kg-N/年］ 
FracGASFi：肥料種別の化学肥料から NH3 や NOX として揮発する割合［kg-NH3-N+NOX-N/kg-N］ 
i：肥料種 
FON：農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量［kg-N/年］ 
FracGASM：農用地に施用された家畜由来の窒素のうち NH3 や NOX として揮発する割合 

［kg-NH3-N+NOX-N/kg-N］ 
FPRP：放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量［kg-N/年］ 

 

農用地に施用された化学肥料由来の窒素量（FSN）、農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量

（FON）、放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量（FPRP）は表 1 のとおり。算定方法はそれぞれ、

「3.D.a.1 無機質窒素肥料」、「3.D.a.2 有機質窒素肥料」、「3.D.a.3 放牧家畜の排せつ物」を参照。 

  

 
1 Disaggregated（wet climates）の値を使用している。 
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表 1 農用地に施用された化学肥料由来の窒素量（FSN）、農用地に施用された有機質肥料由来の窒

素量（FON）、放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量（FPRP）［t-N］ 

 
 

NH3 や NOxとして揮散する割合（FracGASF、FracGASM）は、2006 年 IPCC ガイドラインの 2019 年

改良版のデフォルト値を使用する（表 2）。なお、FracGASF は肥料種により設定が異なる。 

 

表 2 NH3や NOX として揮散する割合（FracGASF、FracGASM） 
パラメータ 肥料種 数値 単位 

FracGASF 

尿素 0.15 
kg-NH3-N + NOX-N/kg of  

synthetic fertilizer nitrogen applied 
アンモニアベース 0.08 

硝酸ベース 0.01 
硝安ベース 0.05 

FracGASM 0.21 kg-NH3-N + NOX-N/kg of  
nitrogen excreted by livestock 

（出典）2006 年 IPCC ガイドラインの 2019 年改良版 

 

表 3 化学肥料、有機質肥料、放牧家畜の排せつ物から NH3や NOX として揮発した窒素量（A）

［t-N］ 

 
  

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
化学肥料由来の窒素量 611,667 573,933 571,754 599,287 579,997 527,269 511,448 490,784 475,752 479,280

有機質肥料由来の窒素量 494,803 499,671 494,135 497,863 483,693 475,718 463,264 464,175 463,492 459,368
放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量 12,990 13,298 13,419 13,347 13,154 12,839 12,636 12,324 11,992 11,787

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
化学肥料由来の窒素量 487,177 472,746 473,207 493,574 474,588 470,968 453,536 478,818 359,899 349,970

有機質肥料由来の窒素量 453,802 431,667 427,773 410,641 405,604 409,632 422,447 463,972 427,935 402,534
放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量 11,912 12,135 12,000 11,701 11,442 11,129 10,972 10,990 10,916 11,038

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
化学肥料由来の窒素量 409,397 387,019 396,596 409,725 394,443 372,164 374,703 398,299 336,475 317,755

有機質肥料由来の窒素量 423,493 425,357 416,295 414,639 419,376 448,906 446,976 409,408 391,357 391,162
放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量 10,553 10,423 10,056 9,788 9,229 9,325 9,112 9,068 9,027 8,849

2020 2021 2022 2023
化学肥料由来の窒素量 330,619 328,027 316,481 316,481

有機質肥料由来の窒素量 385,384 381,445 362,311 359,192
放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量 8,584 8,433 8,823 8,773

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
化学肥料由来の揮散量 57,455 52,655 52,401 55,797 54,299 50,074 48,441 47,100 45,769 45,619

有機質肥料由来の揮散量 103,909 104,931 103,768 104,551 101,575 99,901 97,285 97,477 97,333 96,467
放牧家畜の排せつ物由来の揮散量 2,728 2,793 2,818 2,803 2,762 2,696 2,653 2,588 2,518 2,475

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
化学肥料由来の揮散量 46,726 46,842 46,741 50,396 48,033 48,095 45,549 48,736 36,723 35,645
有機質肥料由来の揮散量 95,298 90,650 89,832 86,235 85,177 86,023 88,714 97,434 89,866 84,532

放牧家畜の排せつ物由来の揮散量 2,502 2,548 2,520 2,457 2,403 2,337 2,304 2,308 2,292 2,318

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
化学肥料由来の揮散量 42,304 40,317 40,470 43,285 41,675 40,105 39,593 42,613 33,999 32,531
有機質肥料由来の揮散量 88,934 89,325 87,422 87,074 88,069 94,270 93,865 85,976 82,185 82,144

放牧家畜の排せつ物由来の揮散量 2,216 2,189 2,112 2,055 1,938 1,958 1,913 1,904 1,896 1,858

2020 2021 2022 2023
化学肥料由来の揮散量 33,988 33,724 33,332 33,332
有機質肥料由来の揮散量 80,931 80,103 76,085 75,430

放牧家畜の排せつ物由来の揮散量 1,803 1,771 1,853 1,842
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３．算定方法の時系列変更・改善経緯 

 

表 4 初期割当量報告書（2006 年提出）以降の算定方法等の改訂経緯概要 
 2009 年提出 2010 年提出 2012 年提出 

排出・吸収量 
算定式 － － － 

排出係数 － － － 

活動量 

・ 茶の経年的な施肥量変化

を反映する方法に変更。 
・ めん羊、山羊、馬の飼養頭

数の出典を「家畜改良関係

資料」及び「馬関係資料」

に変更。 

農用地に施用された有機質肥

料由来の窒素量（FON）の算定

に用いる排せつ物中の窒素量

について、「3.B. 家畜排せつ物

の管理」での変更を反映。 

農用地に施用された有機質肥

料由来の窒素量（FON）の算定

に用いる排せつ物中の窒素量

について「3.B. 家畜排せつ物

の管理」での変更を反映。 

 
 2013 年提出 2014 年提出 2015 年提出 

排出・吸収量 
算定式 － － － 

排出係数 － － 2006 年 IPCC ガイドラインの

デフォルト値に変更。 

活動量 

農用地に施用された有機質肥

料由来の窒素量（FON）の算定

に用いる排せつ物中の窒素量

について、「3.B. 家畜排せつ物

の管理」での変更を反映。 

農用地に施用された有機質肥

料由来の窒素量（FON）の算定

に用いる排せつ物中の窒素量

について、「3.B. 家畜排せつ物

の管理」での変更を反映。 

・ 農用地に施用された有機質

肥料由来の窒素量（FON）の

算定に用いる排せつ物中の

窒素量について、「3.B. 家
畜排せつ物の管理」での変

更を反映。 
・ 化学肥料の施用量につい

て、森林への施用量を控除

する方法に変更。 
・ 活動量として、農用地土壌

に施用される下水汚泥、堆

肥副資材、その他有機質肥

料及びし尿の窒素量を追

加。 

 
 2017 年提出 2019 年提出 2020 年提出 

排出・吸収量 
算定式 － － － 

排出係数 － － － 

活動量 

農用地に施用された有機質肥

料由来の窒素量（FON）の算定

に用いる排せつ物中の窒素量

について、「3.B. 家畜排せつ物

の管理」での変更を反映。 

農用地に施用された有機質肥

料由来の窒素量（FON）の算定

に用いる排せつ物中の窒素量

について、「3.B. 家畜排せつ物

の管理」での変更を反映。 

農用地に施用された有機質肥

料由来の窒素量（FON）の算定

に用いる排せつ物中の窒素量

について、「3.B. 家畜排せつ物

の管理」での変更を反映。 

 
 2021 年提出 2022 年提出 2025 年提出 

排出・吸収量 
算定式 － － － 

排出係数 － 
2006 年 IPCC ガイドラインの

2019 年改良版のデフォルト値

に変更。 
－ 

活動量 

農用地に施用された有機質肥

料由来の窒素量（FON）の算定

に用いる排せつ物中の窒素量

について、「3.B. 家畜排せつ物

の管理」での変更を反映。 

・ 農用地に施用された有機質

肥料由来の窒素量（FON）の

算定に用いる排せつ物中の

窒素量について、「3.B. 家
畜排せつ物の管理」での変

更を反映。 

・ 農用地に施用された有機質

肥料由来の窒素量（FON）の

算定に用いる排せつ物中の

窒素量について、「3.B. 家
畜排せつ物の管理」での変

更を反映。 
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・ NH3やNOxとして揮散する

割合について、2006 年 IPCC
ガイドラインの 2019 年改

良版のデフォルト値に変

更。 

 

（１）初期割当量報告書における算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

化学肥料、有機質肥料、放牧家畜の排せつ物から NH3 や NOX として揮発した窒素量に、1996

年改訂 IPCC ガイドライン及び Good Practice Guidance（GPG）（2000）に示されたデフォルト値の

N2O 排出係数を乗じて算出していた（現行の方法と同様。）。 

28/44××= AEFE  

E：大気沈降からの N2O 排出量［kg-N2O/年］ 
EF：排出係数［kg-N2O-N/kg-NH3-N+NOx-N）］ 
A：化学肥料、有機質肥料、放牧家畜の排せつ物から NH3 や NOX として揮発した窒素量 

［kg-NH3-N+NOX-N/年］ 

2）排出係数 

1996 年改訂 IPCC ガイドライン及び GPG（2000）のデフォルト値 2である 0.010［kg-N2O-N/kg-
NH3-N+NOX-N］を使用していた（2006 年 IPCC ガイドラインと数値は同じ。）。 

3）活動量 

活動量である化学肥料、有機質肥料、放牧家畜の排せつ物から NH3 や NOX として揮発した窒

素量は、農地・草地への窒素施用量に、NH3 や NOX として揮発する割合を乗じて算出していた。 

GASMPRPGASMONGASFSN FracFFracFFracFA ×+×+×=  

A：化学肥料、有機質肥料、放牧家畜の排せつ物から NH3 や NOX として揮発した窒素量 
［kg-NH3-N+NOX-N/年］ 

FSN：農用地に施用された化学肥料由来の窒素量［kg-N/年］ 
FracGASF：化学肥料から NH3や NOX として揮発する割合［kg-NH3-N+NOX-N/kg-N］ 
FON：農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量［kg-N/年］ 
FracGASM：農用地に施用された家畜由来の窒素のうち NH3 や NOX として揮発する割合 

［kg-NH3-N+NOX-N/kg-N］ 
FPRP：放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量［kg-N/年］ 
 

農用地に施用された化学肥料由来の窒素量（FSN）、農用地に施用された有機質肥料由来の窒素

量（FON）、放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量（FPRP）は表 5 のとおり。算定方法はそれぞれ、

「3.D.a.1 無機質窒素肥料」、「3.D.a.2 有機質窒素肥料」、「3.D.a.3 放牧家畜の排せつ物」の初期割

当量報告時点の算定方法を参照。ただし、有機質肥料由来の窒素量については、農用地土壌に施

用される下水汚泥に含まれる窒素量、農用地土壌に施用される堆肥副資材（稲わら、もみがら、

麦わら）に含まれる窒素量、農用地土壌に施用されるその他有機質肥料（魚かす、大豆粕、なた

ね油粕など）に含まれる窒素量、農地に施用されるし尿の窒素量は含まれていなかった。 

 

 
2 1996 年改訂 IPCC ガイドライン Vol.2 Table4-18（GPG (2000) Page 4.73 Table4.18） 
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表 5 農用地に施用された化学肥料由来の窒素量（FSN）、農用地に施用された有機質肥料由来の窒

素量（FON）、放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量（FPRP）［t-N］ 

 

 

NH3 や NOXとして揮散する割合（FracGASF、FracGASM）は、1996 年改訂 IPCC ガイドライン及び

GPG（2000）のデフォルト値を使用していた（表 6）。数値は 2006 年 IPCC ガイドラインと同じ

である。 

 

表 6  NH3 や NOXとして揮散する割合（FracGASF、FracGASM） 
パラメータ 数値 単位 

FracGASF 0.10 kg-NH3-N + NOX-N/kg of synthetic fertilizer nitrogen applied 
FracGASM 0.20 kg-NH3-N + NOX-N/kg of nitrogen excreted by livestock 

（出典）1996 年改訂 IPCC ガイドライン Vol.2 Table4-17 

 

（２）2009 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 

初期割当量報告書における排出係数と同様。 

3）活動量 
茶の作物種別の単位面積当たり化学肥料・有機質肥料施用量について、施肥量の削減が取り組

まれていることを考慮し、経年的な施肥量の変化を算定に反映するため、「茶園における窒素環

境負荷とその低減のための施肥技術（野中邦彦）」における 1993 年度、1998 年度、2002 年度の

データを使用する現行の方法に変更した。 

排せつ物量の算定に使用するめん羊、山羊、馬の飼養頭数について、めん羊、山羊は国連食糧

農業機関（FAO）統計から「家畜改良関係資料（中央畜産会）」に、馬は「馬関係資料（農林水産

省）」に、それぞれ変更した。 

 

（３）2010 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 
初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
化学肥料由来の窒素量 611,955 574,203 572,023 599,569 580,270 527,517 511,689 491,015 475,976 479,505

有機質肥料由来の窒素量 548,072 550,392 548,654 538,001 523,569 512,677 506,774 502,207 494,885 496,424
放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量 15,051 15,173 15,180 14,890 14,474 14,235 14,058 13,816 13,545 13,176

2000 2001 2002 2003 2004 2005
化学肥料由来の窒素量 487,406 472,968 473,430 493,806 474,811 474,811

有機質肥料由来の窒素量 483,365 479,811 471,868 465,228 460,493 457,953
放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素量 12,960 12,991 12,919 13,066 12,117 12,366
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2）排出係数 

初期割当量報告書における排出係数と同様。 

3）活動量 

家畜排せつ物の管理における、豚の強制発酵（ふん・ふん尿混合）及び採卵鶏・ブロイラーの

強制発酵（ふん）の N2O 排出係数が変更されたことに伴い、家畜の排せつ物から発生する N2O 排

出量が変更となったことにより、農地に施用される家畜の排せつ物由来の窒素量が変更となった。 

 

（４）2012 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 
初期割当量報告書における排出係数と同様。 

3）活動量 

家畜排せつ物の管理における、2009 年度以降の排せつ物分離処理割合及び排せつ物管理区分割

合が変更されたことに伴い、家畜の排せつ物から発生する N2O 排出量等が変更となったことに

より、農地に施用される家畜の排せつ物由来の窒素量が変更となった。 

 

（５）2013 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 
初期割当量報告書における排出係数と同様。 

3）活動量 
家畜排せつ物の管理における、乳用牛の尿・ふん混合区分貯留及びメタン発酵区分の N2O 排出

係数が変更されたこと、及び牛の放牧の N2O 排出量算定方法が変更されたことに伴い、家畜の排

せつ物から発生する N2O 排出量等が変更となったことにより、農地に施用される家畜の排せつ

物由来の窒素量が変更となった。 

 

（６）2014 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 

初期割当量報告書における排出係数と同様。 
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3）活動量 

家畜排せつ物の管理における、鶏のふんの天日乾燥区分、豚の尿・ふん尿混合の浄化処理区分、

及び鶏のふんの堆積発酵区分の N2O 排出係数が変更されたこと、及び排せつ物分離・混合処理の

割合及び排せつ物処理区分割合の 1999～2008 年度の設定方法が変更されたことに伴い、家畜の

排せつ物から発生する N2O 排出量等が変更となったことにより、農地に施用される家畜の排せ

つ物由来の窒素量が変更となった。 

 

（７）2015 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

2014 年提出インベントリの算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 

2006 年 IPCC ガイドラインのデフォルト値に変更した。 

3）活動量 
「3.B. 家畜排せつ物の管理」からの N2O 排出量の算定において、1996 年改訂 IPCC ガイドラ

イン及び GPG（2000）のデフォルト値を使用していた N2O 排出係数を 2006 年 IPCC ガイドライ

ンのデフォルト値に変更したこと、及び家畜の排せつ物からの NH3 揮発率を変更したことに伴

い、家畜の排せつ物から発生する N2O、NH3 排出量等が変更となったことにより、農地に施用さ

れる家畜の排せつ物由来の窒素量が変更となった。 

化学肥料の施用量について、森林における施肥からの N2O 排出との二重計上を避けるため、窒

素質肥料需要量から森林への施用量を控除した値を活動量として使用する方法に変更した。 

有機質肥料の算定対象として、農用地土壌に施用される下水汚泥に含まれる窒素量、農用地土

壌に施用される堆肥副資材（稲わら、もみがら、麦わら）に含まれる窒素量、農用地土壌に施用

されるその他有機質肥料（魚かす、大豆粕、なたね油粕など）に含まれる窒素量、農地に施用さ

れるし尿の窒素量を追加した。 

 

（８）2017 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 

2015 年提出インベントリの排出係数と同様。 

3）活動量 
農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量（FON）の算定に使用している、ブロイラーの 2009

年度以降の飼養羽数について、これまで使用していた「畜産統計（農林水産省）」の値が、2008 年

度以前の活動量の出典である「畜産物流通統計（農林水産省）」と定義が異なっていたことから、

「畜産物流通統計」、「鶏の改良増殖目標（農林水産省）」、「ブロイラー飼養実態アンケート調査
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（畜産技術協会）」から推計した数値に変更した。 

また、2012 年度以降の採卵鶏の成鶏とブロイラーの排せつ物中窒素量（Nex）について、近年

の研究成果である Ogino（2017）の値を使用することに変更した。あわせて、1998～2011 年度の

値について、1997 年度値（築城幹典、原田靖生「家畜の排泄物量推定プログラム」）と 2012 年度

値の内挿による補間値を使用することに変更した（詳細は「3.B.4. その他の家畜（鶏）」を参照。）。 

 

（９）2019 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 
2015 年提出インベントリの排出係数と同様。 

3）活動量 

農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量（FON）の算定に使用している、乳用牛の排せつ物

中の窒素量は、これまで「家畜の排泄物量推定プログラム」から算出された数値を使用していた

が、乳用牛の飼養状況等をより正確に反映するため、DMI 等から設定する方法に変更した（詳細

は「3.B.1. 牛」を参照。）。 

 

（１０）2020 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 

2015 年提出インベントリの排出係数と同様。 

3）活動量 
農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量（FON）の算定に使用している、肉用牛及び豚の排

せつ物中の窒素量は、これまで「家畜の排泄物量推定プログラム」から算出された数値を使用し

ていたが、肉用牛及び豚の飼養状況等をより正確に反映するため、DMI 等から設定する方法に変

更した（詳細は「3.B.1. 牛」及び「3.B.3 豚」を参照。）。 

 

（１１）2021 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 

2015 年提出インベントリの排出係数と同様。 
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3）活動量 

農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量（FON）及び放牧家畜の排せつ物に含まれる窒素

量（FPRP）の算定に用いる、排せつ物管理区分割合（MSn）について、「家畜排せつ物処理状況調

査結果（農林水産省）」の 2019 年調査結果が公表され、値の更新や排せつ物処理区分の追加・変

更を実施したため、農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量（FON）及び放牧家畜の排せつ物

に含まれる窒素量（FPRP）の値が変更されている。詳細は「3.D.a.2 有機質窒素肥料」を参照。 

農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量（FON）の算定に用いる、豚の 1 頭当たり 1 日当

たりの排せつ物中窒素量（Nex）について、2020 年度に更新した算定方法が一部更新されて論文

として公表されたため（荻野、2020）、同論文に適合させる形で算定方法の更新を実施した。詳細

は「3.B.3 豚」を参照。 

 

（１２）2022 年提出インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 
初期割当量報告書における算定式と同様（現行の方法と同様。）。 

2）排出係数 

排出係数（EF）は、2006 年 IPCC ガイドラインのデフォルト値である 0.010［kg-N2O-N/kg-NH3-

N+NOX-N］を使用していたが、最新の 2006 年 IPCC ガイドラインの 2019 年改良版を反映し、同

ガイドラインのデフォルト値である 0.014［kg-N2O-N/kg-NH3-N+NOx-N］に変更した。 

3）活動量 

農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量（FON）の算定に用いる、採卵鶏及びブロイラーの

排せつ物中の窒素量について、これまで「家畜の排泄物量推定プログラム」から算出された数値

を使用していたが、摂取した窒素量から体内等に蓄積された窒素量を差し引くことで算出する方

法に変更した（詳細は「3.B.4. その他の家畜（鶏）」を参照。）。 

NH3 や NOXとして揮散する割合（FracGASF、FracGASM）は、2006 年 IPCC ガイドラインのデフォ

ルト値（表 7）を使用していたが、最新の 2006 年 IPCC ガイドラインの 2019 年改良版を反映し、

同ガイドラインのデフォルト値（表 2）に変更した（現行の方法と同様。）。 

 

表 7 NH3や NOX として揮散する割合（FracGASF、FracGASM） 
パラメータ 数値 単位 

FracGASF 0.10 kg-NH3-N + NOX-N/kg of synthetic fertilizer nitrogen applied 
FracGASM 0.20 kg-NH3-N + NOX-N/kg of nitrogen excreted by livestock 

（出典）2006 年 IPCC ガイドライン Vol.4 Table11.3 

 

（１３）2025 年インベントリにおける算定方法 

1）排出・吸収量算定式 

2015 年提出インベントリの算定式と同様（現行の算定式と同様。）。 
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2）排出係数 

2022 年提出インベントリの排出係数と同様。（現行の排出係数と同様。）。 

3）活動量 

農用地に施用された有機質肥料由来の窒素量（FON）の算定に用いる、肉用牛の排せつ物中の窒

素量について、算定に使用している算定式や体重に日本飼養標準（2022 年版）の数式やデータを

反映した（詳細は「3.B.1 牛」を参照。）（現行の方法と同様。）。 
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